
  

昨
年
、
没
後
二
十
五
年
・
生
誕
百

二
十
年
を
迎
え
た
故
・
松
下
幸
之
助

氏
。「
経
営
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
、
日

本
の
経
済
界
に
多
く
の
影
響
を
与

え
て
き
た
彼
が
、
近
年
、
女
性
の
間

で
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。 

 

松
下
幸
之
助
は
、
一
八
九
四
年
十

一
月
二
十
七
日
、
和
歌
山
県
生
ま

れ
。
世
界
的
な
総
合
家
電
メ
ー
カ
ー

「
松
下
電
器
（
現
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
」

を
一
代
で
築
い
た
人
物
で
あ
り
、
戦

後
日
本
を
代
表
す
る
実
業
家
の
一

人
で
す
。
し
か
も
、
一
企
業
の
経
営

者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
哲
学
・
思
想
・

社
会
活
動
な
ど
広
い
範
囲
に
わ

た
っ
て
、
後
世
の
人
た
ち
に
多
大
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。 

 

そ
の
評
価
は
海
外
で
も
高
く
、
ア

メ
リ
カ
の
有
名
な
週
刊
誌
「
タ
イ

ム
」
は
昭
和
三
十
七
年
二
月
二
十
三

日
号
で
彼
の
肖
像
を
表
紙
に
使
い
、

「
日
本
中
で
最
も
尊
敬
さ
れ
る
実
業

家
」
と
称
賛
。
さ
ら
に
「
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ

ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｅ
ｒ
」（
哲
人
）
と
紹
介

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

彼
が
経
営
者
の
枠
を
超
越
し
た
存

在
と
し
て
認
識
さ
れ
、
評
価
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
松
下
幸

之
助
が
遺
し
た
言
葉
が
名
言
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
多
々

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
働
く
女
性

向
け
の
サ
イ
ト
「
日
経
ウ
ー
マ
ン
」

が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
「
そ
の

言
葉
や
生
き
方
に
感
銘
を
受
け
た

人
」
と
し
て
第
一
位
に
輝
く
な
ど
、

近
年
は
女
性
か
ら
の
支
持
が
上
昇

し
て
い
る
の
で
す
。 

 

そ
ん
な
中
で
も
、
特
に
、
松
下
幸

之
助
の
書
物
や
言
葉
を
支
え
に
し

て
い
る
と
い
う
若
い
女
性
た
ち
は

「
松
下
幸
之
助
女
子
」
と
呼
ば
れ
、
一

昨
年
に
は
「
松
下
幸
之
助
女
子
会
」

な
る
も
の
も
開
催
さ
れ
た
と
か
。
彼

女
た
ち
は
皆
、
口
を
そ
ろ
え
て
、「
感

銘
を
受
け
た
」
「
影
響
を
受
け
た
」

「
救
わ
れ
た
」
と
語
り
、
時
に
は
、

「
フ
ァ
ン
で
す
」「
幸
之
助
ラ
ブ
」
と

い
っ
た
書
き
込
み
も
見
ら
れ
、
「
経

営
」
や
「
哲
学
」
に
は
縁
遠
い
イ
メ
ー

ジ
の
若
い
一
般
女
性
が
、
「
経
営
の

神
様
」「
世
界
的
な
哲
人
」
の
思
想
と

自
然
に
融
合
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
現
代
が
、
多
く
の
女
性

が
社
会
的
な
活
躍
の
場
を
与
え
ら

れ
、
自
分
の
想
い
を
臆
す
る
こ
と
な

く
表
現
で
き
る
時
代
で
あ
る
こ
と

の
象
徴
で
あ
り
、
一
方
で
、「
言
葉
の

力
」
が
、
時
代
や
境
遇
を
越
え
て
、

人
の
魂
に
響
き
続
け
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
の
証
し
と
言
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

 

最
後
に
、
松
下
幸
之
助
語
録
よ

り
、
い
く
つ
か
の
名
言
を
ご
紹
介
し

ま
す
。 

「
大
事
な
こ
と
は
、
お
た
が
い
に
長

所
と
欠
点
と
を
素
直
な
心
で
よ
く

理
解
を
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
」 

「
悩
み
は
あ
っ
て
当
た
り
前
。
そ
れ

は
生
き
て
い
る
証
で
あ
り
、
常
に
反

省
し
て
い
る
証
拠
で
も
あ
る
」 

「
学
ぶ
心
さ
え
あ
れ
ば
、
万
物
す
べ

て
こ
れ
我
が
師
で
あ
る
」 

「
ど
ん
な
に
悔
い
て
も
過
去
は
変
わ

ら
な
い
。
ど
れ
ほ
ど
心
配
し
た
と
こ

ろ
で
未
来
も
ど
う
な
る
も
の
で
も

な
い
。
い
ま
、
現
在
に
最
善
を
尽
く

す
こ
と
で
あ
る
」 

 



 

身
近
な
新
聞
紙
を
使
っ
て
、

簡
単
に
湿
気
を
と
る
方
法
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
押
し
入
れ
の
湿
気
取
り
】
新
聞

紙
１
枚
を
く
る
く
る
丸
め
て
、

押
し
入
れ
の
隙
間
に
入
れ
る

だ
け
。【
布
団
の
湿
気
取
り
】
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
ラ
ッ

プ
・
ア
ル
ミ
箔
の
芯
な
ど
を
押

し
入
れ
の
大
き
さ
に
応
じ
て

つ
な
ぎ
、
新
聞
紙
を
巻
き
ま
す
。

こ
れ
を
布
団
の
間
や
下
に
入

れ
る
と
、
布
団
の
湿
気
取
り
に
。 

【
靴
箱
の
湿
気
取
り
】
新
聞
紙
１

枚
を
筒
状
に
丸
め
、
靴
と
靴
の

間
に
入
れ
る
だ
け
。
で
き
る
だ

け
細
く
丸
め
て
た
く
さ
ん
入

れ
る
と
臭
い
取
り
に
も
効
果

あ
り
。【
洋
服
ダ
ン
ス
の
湿
気
取

り
】
新
聞
紙
３
～
６
枚
を
重
ね

て
四
等
分
に
切
り
、
丸
め
た
も

の
を
ハ
ン
ガ
ー
に
ひ
も
で
結

び
付
け
れ
ば
「
除
湿
ハ
ン

ガ
ー
」
に
。
結
び
つ
け
る
の
は
、

３
～
５
個
程
度
が
お
ス
ス
メ

で
す
。  

   【答え】  

         ■＝校  ▲＝物  ●＝式 

 家の新築や改築の際、家の一部に「家族の手形を残

す」という方が増えています。エクステリア（玄関や

駐車場などの外回り）の一部のコンクリートに残し

たり、室内の塗り壁に残したりと、スタイルは様々。 

 いずれも、お子さんが小さい場合は、その時点での

小さな手形が残ることになり、ご本人が成長して大

きくなった後も、当時のことを懐かしく思い出すこ

とができるというものです。 

 家が新しくなるという、大きな節目に、併せてかけ

がえのない思い出を刻むことができる、家族の手形。

これは近年の流行ですが、子どもの成長の記録とし

て「手形・足形をとる」という習慣は、古くからあり

ました。中高年の方にも、自分の赤ちゃんの頃の手形

や足形がアルバムとして残されているという方は少

なくないでしょう。 

 現在は、写真と合わせて残すことができるフォト

フレームやメモリアルグッズもたくさん開発され、

気軽に購入できるようになっています。 

 赤ちゃんや小さなお子さんだけでなく、大人でも、

存在の証として、また、大切な節目を迎えた時の記念

として、手形を残すことができるのはとても素敵な

ことと言えるでしょう。家族の絆を確かめ合う良い

チャンスにもなりそうです。 

 何かの折に、試みてはいかがでしょうか？ 

家族の手形 

 次の■▲●には、それぞ

れ同じ漢字が入り、「⇒」

の順に進むと「漢字しりと

り」になります。その漢字

をお答えください。 

     

 学■⇒■長先生⇒生▲ 

 ⇒▲品⇒品性⇒性格 

 ⇒格●⇒●典⇒典型 



 

「
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
」
と
い
え
ば
、
本
来
「
民
族
料

理
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
各
民
族
独
自
の
料
理
の
こ

と
で
す
が
、
日
本
で
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
」
と
い
う
場

合
は
、
タ
イ
料
理
や
イ
ン
ド
料
理
が
主
流
で
し
た
。
し

か
し
近
年
は
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
・
ネ
パ
ー
ル
料
理
な
ど

の
お
店
も
増
え
て
い
ま
す
。 

 

辛
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
で
す
が
、

ベ
ト
ナ
ム
料
理
に
は
辛
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
食
事
に
箸
や
お
茶
碗

を
使
い
、
米
を
主
食
と
し
、
お
茶
も
よ
く
飲
み
ま
す
。

祝
い
事
の
席
な
ど
に
は
小
麦
粉
や
米
粉
で
麺
や
お
餅

も
作
り
ま
す
。
日
本
の
食
文
化
に
よ
く
似
て
い
ま
す

が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
食
文
化
は
、
過
去
に
長
い
間
ベ
ト
ナ

ム
を
支
配
し
て
い
た
中
国
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お

り
、
炒
め
る
、
蒸
す
、
煮
る
な
ど
、
中
華
の
手
法
が
多

く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

広
く
知
ら
れ
て
い
る
「
フ
ォ
ー
」
は
、
米
粉
と
水
で

作
る
ラ
イ
ス
ヌ
ー
ド
ル
。
見
た
目
は
細
い
き
し
め
ん
の

よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
の
一
般
的
な
朝

食
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
り
、
家
庭
で
食
べ
ら
れ
る
だ
け
で
な

く
、
屋
台
や
食
堂
な
ど
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。 

 

体
調
が
悪
い
時
や
食
欲
が
な
い
時
な
ど
も
さ
っ
ぱ

り
い
た
だ
け
る
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
で
あ
り
、
家
庭
で
簡

単
に
作
れ
る
も
の
で
す
。
ト
ラ
イ
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
？ 

【参考】「キッコーマン ホームクッキング」http://www.kikkoman.co.jp/homecook 



「勢不可使尽」は、誰でも勢いに乗っている

ときは、その調子に乗って突っ走る傾向が

あるが、調子の良い時こそ感謝や反省を忘

れずに……という意味になります。 

 宋代の臨済宗楊岐（ようき）派の僧侶・

法演（ほうえん）が、自分を律するための

４つの徳目を定めました。その四つとは、 

①勢不可使尽（調子の良い時こそ反省を忘

れずに） 

②福不可受尽（欲をかきすぎると人が離れ

ていく） 

③規矩不可行尽（規則で縛るのもほどほど

に） 

④好語不可説尽（きれい事も言い過ぎる

と、相手に軽んじられる） 

というものです。これを「法演の四戒」と

呼び、「勢不可使尽」は、その四戒の中の一

番初めに掲げられているものです。 

 法演が寺の住職としての自分を戒める

ために定めたものですが、これは、住職に

限らず誰もが心にとめておくべき大切な

教訓といえるでしょう。 

 物事に取り組む時、多くの場合に勢いと

いうものは大切です。勢いがあることで、

困難に立ち向かうことができ、壁を乗り越

えたり、闇を突き抜けたりと様々な勝利を

得られることも少なくありません。勢いが

ない人は、消極的だったりマイナス志向

だったりして、ここという時に損をするこ

ともありそうです。 

 しかし、その勢いというものも、使い方

を誤れば、周囲が見えなくなったり人を傷

つけたりし、結果的には自分も人も不幸に

してしまうということがあるのです。 

 日常的な言葉で表すならば、「強気」「傲

慢」「偉そう」「調子に乗る」など。多くの

人が経験したことのある感覚ではないで

しょうか。 

 つまり、「勢い」は、生きて行くうえでの

エネルギーとして大切に使い、重要な場面

でしっかり出すことが肝心。勢いを使い尽

くすことだけが正しいわけではなく、常に

自分を省み、何事も長い目で見ながら冷静

さを欠かないようコントロールすること

が大事、と言うことでしょう。 



途
切
れ
た
会
話
は
、
偶
然
知
っ
た
相
手
の
意
外
な

秘
密
を
表
し
ま
す
。
人
の
欠
点
や
秘
密
を
知
っ
た

時
の
あ
な
た
の
反
応
か
ら
、
性
格
を
診
断
！ 

 

Ａ 

や
さ
し
い
性
格
で
、
人
の
痛
み
を
よ
く
理
解

し
て
い
る
た
め
、
相
手
が
傷
つ
く
よ
う
な
話
題
に

触
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
影
の
薄

い
存
在
に
な
り
が
ち
。
押
し
た
り
引
い
た
り
の
メ

リ
ハ
リ
が
必
要
で
す
。 

 

Ｂ 

困
っ
た
人
を
見
る
と
声
を
か
け
ず
に
い
ら

れ
な
い
世
話
好
き
な
上
に
聞
き
上
手
な
の
で
、
人

に
好
か
れ
ま
す
。
た
だ
、
と
っ
さ
に
口
に
し
た
不

用
意
な
言
葉
が
、
周
り
を
気
ま
ず
い
雰
囲
気
に
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
。 

 

Ｃ 

臆
病
者
、
あ
る
い
は
薄
情
者
の
要
素
が
見
ら

れ
ま
す
。
好
き
嫌
い
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
嫌

い
な
人
に
は
決
し
て
近
づ
こ
う
と
し
ま
せ
ん
。
昨

日
ま
で
仲
の
良
か
っ
た
人
に
対
し
て
急
に
冷
た

い
態
度
を
と
る
こ
と
も
。 

 

Ｄ 

も
の
お
じ
し
な
い
強
気
な
性
格
で
す
。
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
相
手
の
心
の
痛
み
に
塩
を

す
り
込
む
よ
う
な
こ
と
も
。
積
極
性
の
方
向
を

誤
っ
た
り
、
度
を
超
し
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
言
動
に
は
注
意
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

「
ス
イ
ッ
チ
プ
レ
ー
ト
」
は

近
年
、
専
門
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も

で
き
、
注
目
を
浴
び
て
い
ま

す
。
素
材
は
、
木
製
・
陶
器
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
な
ど
。
中

に
は
、
最
高
級
ス
テ
ン
レ
ス
で

作
ら
れ
た
一
枚
七
万
円
も
す

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ス
イ
ッ

チ
部
分
を
交
換
す
る
に
は
専

門
業
者
に
よ
る
電
気
工
事
が

必
要
で
す
が
、
プ
レ
ー
ト
だ
け

な
ら
Ｄ
Ｉ
Ｙ
リ
フ
ォ
ー
ム
で

も
可
能
で
す
。 

 

デ
ザ
イ
ン
も
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

か
ら
モ
ダ
ン
ま
で
幅
広
く
、
穴

の
数
や
差
し
込
み
部
分
の
タ

イ
プ
に
よ
っ
て
選
ぶ
こ
と
も

で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
最
近
は
マ
グ
ネ
ッ
ト

タ
イ
プ
の
壁
も
人
気
と
な
っ

て
お
り
、
併
せ
て
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
ト
す
る
と
よ
り
幅
広
く
楽

し
め
そ
う
。
特
に
壁
紙
の
下
地

と
し
て
張
る
「
マ
グ
の
相
方
」

が
人
気
。
鉄
粉
を
含
ん
だ
柔
ら

か
い
ラ
バ
ー
シ
ー
ト
で
、
は
さ

み
や
カ
ッ
タ
ー
で
切
れ
、
下
地

に
使
え
ば
マ
グ
ネ
ッ
ト
が

く
っ
つ
く
壁
に
な
る
と
い
う

も
の
で
す
。 

「
ス
イ
ッ
チ
プ
レ
ー
ト
」
や
「
マ

グ
の
相
方
」
は
、
目
立
た
な
い

よ
う
で
い
て
、
実
は
部
屋
の
グ

レ
ー
ド
感
を
押
し
上
げ
て
く

れ
る
働
き
を
し
ま
す
。 

 
 

様
々
な
「
ス
イ
ッ
チ
プ
レ
ー
ト
」
が
人
気
と
聞
い
た
の

で
す
が
、
ど
う
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？ 

新幹線で隣の席になった人と世間話をしていましたが、会話がプツリ

と途切れてしまいました。その時、あなたはどうする？ 

 Ａ） 相手が話しかけてくるのを待つ  

 Ｂ） こちらから当たり障りの無い話題を切り出す 

 Ｃ） あまり関わらないようにする 

 Ｄ） その場限りと割り切って積極的におしゃべりをする 



和室を洋室に、押入をクローゼットに

リフォームしました 

 

一
八
六
一
（
文
久
元
）
年
六
月

二
十
二
日
、
江
戸
時
代
、
日
本
の

長
崎
に
初
め
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
が

伝
わ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
、
英
字
新
聞
「
ザ
・
ナ

ガ
サ
キ
・
シ
ッ
ピ
ン
グ
リ
ス
ト
・

ア
ン
ド
・
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
」
に

日
本
初
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
オ
ー

プ
ン
の
告
知
が
掲
載
さ
れ
た
の

で
す
。
こ
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
が

日
本
で
最
初
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
を
記
念

し
て
、
日
本
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
協

会
が
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
十

七
）
年
に
、
こ
の
日
を
「
ボ
ウ
リ

ン
グ
の
日
」
と
制
定
し
ま
し
た
。

長
崎
の
出
島
に
は
、
「
ボ

ウ
リ
ン
グ
発
祥
の
地
」
の

記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

当
時
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
場
は
外
国
人
居
留

地
内
に
開
設
さ
れ
、
プ

レ
ー
の
合
間
に
軽
飲

食
も
で
き
る
な
ど
、
外
国
人
た

ち
に
人
気
の
社
交
場
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
大
正
、
昭
和
に
入
っ

て
、
日
本
人
の
間
に
も
ボ
ウ
リ

ン
グ
が
広
ま
り
、
今
で
は
誰
か

ら
も
愛
さ
れ
る
楽
し
い
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
一
般
的
に
な
り
ま
し

た
。 

 

 

統
計
で
も
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
は

限
ら
れ
た
愛
好
家
だ
け
の
も
の

で
は
な
く
、
年
に
数
回
の
娯
楽

と
し
て
人
々
の
間
に
浸
透
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、

世
代
別
で
は
、
男
女
と
も
二
十

～
二
十
四
歳
が
最
も
高
い
割
合

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
う
っ
と
う
し
い
毎
日
で
す

が
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
先
日
、
世
界
遺
産
登

録
に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
今
話

題
に
上
っ
て
い
る
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
は
、

非
西
洋
地
域
で
は
初
め
て
、
ま
た
わ
ず
か
半
世
紀
の
間

に
産
業
国
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
、
世
界
に
類

を
見
な
い
産
業
化
の
道
の
り
を
証
明
し
て
お
り
、
造
船
、

石
炭
、
製
鉄
、
鉄
鋼
の
重
工
業
が
資
産
の
柱
に
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
６
月
末
に
開
催
さ
れ
る
世
界
遺
産
委
員

会
で
３
分
の
２
以
上
の
賛
同
が
あ
れ
ば
登
録
が
決
定
す

る
そ
う
で
す
が
、
あ
る
隣
国
の
反
対
活
動
が
あ
り
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、「
長
崎
の
教
会
群
と
キ

リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
も
候
補
に
挙
が
っ
て
お
り
、
来
年

の
６
月
に
登
録
の
可
否
が
同
委
員
会
で
決
定
さ
れ
る
よ

う
で
す
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
長
崎
は
日
本
の
表

舞
台
で
輝
い
て
い
た
ん
で
す
ね
。
先
人
達
が
築
い
た
歴

史
と
資
産
を
誇
り
に
、
行
っ
て
み
た
い
街
か
ら
、
住
み
た

い
街
に
、
若
者
が
子
育
て
し
や
す
く
、
高
齢
者
が
活
き
活

き
暮
ら
せ
る
街
に
、
私
達
世
代
が
頑
張
ら
ん
ば
い
か
ん

で
す
ね
。
子
供
さ
ん
お
孫
さ
ん
が
住
み
た
く
な
る
お
住

ま
い
を
リ
フ
ォ
ー
ム
出
来
る
よ
う
知
識
と
技
術
を
磨
い

て
地
域
社
会
に
貢
献
出
来
る
様
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

 

今 月 の 作 品 
・会 社 名：株式会社 長崎壁装センター         

・社員の人数： 6 名 

・提供商品：住宅リフォーム設計施工（内装・外装・水廻・介護・ｱｳﾄﾚｯﾄ）           

        クロス・カーテン・カーペット・襖・建具・表装（掛軸・額装） 

・モットー：お客様の笑顔の為に仕事がしたい 

・会社の場所：本社 長崎市葉山 1-28-9 営業所 長崎市横尾 3-35-28 

・連絡先：電話  095-856-2291 / Fax 095-856-0509 


